



























































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
称賛としてコミュニケートされるも
のである。つまり、前者の「社会的共同生活の必要条件」の履行に対する「尊敬」と、後者の「高‐尊
敬」とは質を異にしており、両者はコミュニケーションにおける立ち現われ方が異なるのである。よっ
て、道徳的コミュニケーションに関する諸現象について経験的に論じるためには、この２つの「尊敬」
を精確に分節化しておく必要がある。
　他方、ルックマンは、道徳的コミュニケーションという１つの概念によって２つの事柄を把握してい
る。ルックマンは一方で──ルーマンの議論に言及しながら──人格への尊敬／軽蔑、ないし善き生に
関する観念への言及が含まれるコミュニケーションを狭義の道徳的コミュニケーションとして把握して
いる。他方で、あらゆるコミュニケーションは広い意味での道徳的コミュニケーションであるとも述べ
ている。というのも、すべてのコミュニケーションは何らかの「義務」に従っているとみなし得るから
である。ルックマンは、狭義の道徳的コミュニケーションを広義の道徳的コミュニケーションの特殊事
例として位置づけるのみならず、両者においては水準を異にする尊敬Achtung がそれぞれ成立してい
るという点を強調している。
　この議論は、ルックマンが道徳を「価値」と「義務」という２つの事柄を結び付けて捉えている点に
由来している。彼の議論において道徳とは、自我の行為選択基準であると同時に他者の行為を評価する
際の基準としてもはたらくような、他者との相互行為を通して構成される「価値」である。ただし、そ
の構成過程において、その価値基準のなかには他者に対する規範的期待としての「義務」が織り込まれ
る。或る特定の類型的な相互行為の反復を通して、他者もまた自分と同様の行為選択基準に従っている
ことが相互主観的に──「視界の相互性の一般定立」によって──自明視されることになる。こうした
過程を経ながら、共同生活の背景
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規則としての「義務」が構成され、維持されるのである。この際、互
いにこの義務に従っていることが（「さらなる気づきが生じるまで」）自明視されている限りで、互いに
対する注視
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Achtung が成り立っている。そして、コミュニケーション的に明示される尊敬Achtung は、
まさしくこの注視によって成り立っているのである。
　ルーマンとルックマン両者の議論を比較すれば、以下の類似点と相違点が明らかになる。類似点とし
ては、両者ともに道徳的コミュニケーションの問題として、コミュニケーション的に表現され得る人格
に対する「尊敬」を扱っている点が挙げられる。加えて、ルーマンが「社会的共同生活の必要条件」と
して、ルックマンが「共同生活の背景規則」として把握していた事柄は、両者ともに道徳の一側面とし
ての「義務」に対応している。他方で相違点は、ルーマンがコミュニケーションの次元に議論を制限し
ていたのに対し、ルックマンは意識の次元にも言及している点にある。また、ルーマンとは異なり、ルッ
クマンは「価値」概念の導入によって道徳を捉えている。さらに、この２つの相違点に関連して、両者
の「尊敬」概念の把握の仕方も異なっている。
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優秀修士論文概要
　この比較を手がかりに、主観的意識の次元に着目しながら「義務」と「価値」との区別と関係づけに
基づいて「よい／わるい」という区別と「尊敬／軽蔑」との関係について整理し直せば、以下の２点が
明らかになる。第１に、義務の不履行に対する「軽蔑」がコミュニケートされることはあっても、義務
の履行に対する「尊敬」はコミュニケートされ得ない。というのも、その履行の把握は「注視」にとど
まっているが故に「よい」ものとしては際立たないからである。そして、その義務は、自我あるいは他
者の不履行（「逸脱」）によってはじめて可視化されるものである。第２に、超義務的な行為に対する「高
‐尊敬」は、その行為が義務からの「逸脱」であるが故に認知され得、よって高評価づけがコミュニケー
トされる。そして、超義務的な行為の不履行は「わるい」ものとしては把握され得ず、従って「軽蔑」
のコミュニケートを誘発しないのである。要するに道徳は、二元的に把握可能な「義務」と二元的には
把握不可能な「価値」とが結びついて成立しているのであり、従って理論的には、それぞれの領域に対
応して「尊敬」に関しても２つの水準（注視と高‐尊敬）を想定しなければならないのである。
　以上の議論は、１つの区別のみを想定したルーマン流の二元化によっては把握し得ないような、道徳
が備えている多層性と道徳に関わる肯定／否定の非対称性とを示唆している。この点から「道徳のコ
ミュニケーション的構築」という位相が、意識とコミュニケーションの相互規定関係を視野に入れた新
たな問題圏として開示される。例えば、本稿の議論は、児童・生徒の主観的「価値」を尊敬条件の提示
を介して操作するという「道徳教育」の企てに関して、その可能性と不可能性を理論的・経験的に問う
際の一視角となり得る。加えてこの視角は、道徳教育において「高‐尊敬」のコミュニケートを通した
或る特定の「価値」へのコミットメントへの誘導と「軽蔑」の直接的・間接的表明による「義務」の構
築とはいかにして組み合わせられ、いかなる素材・語彙を用いてコミュニケートされてきたのか／され
ているのかを経験的に問う際の手がかりとなり得るものである。
